
●大村駿介（2024年 佐賀大卒） 

入職してから早１年半が経ちました。この１年半は長く大変でした。しかし１年半経ってみると非

常 に充実し成長したとも感じています。当院は学びが多く、医師として自立出来るような環境

であり、 研修環境として最適だと２年目になって改めて感じています。当院へ入職するにあた

っては、「やる 気」「出来る医者になりたい」という気持ちがあれば十分だと思います。地方出

身でも大丈夫！是非一度見学にいらしてください。 

 

●小川稜平（2024年 千葉大卒） 

当院に就職して一年ですが、向上心高い同期と教育熱心な上級医の先生方に囲まれて非常

に有意義な研修生活を過ごさせて頂いております。また後輩も入ってきてくれて色々な視点か

ら学ぶことができております。 

もし当院に興味があれば、ぜひ一回見学にお越しください！短い間でも当院の活気ある雰囲

気を感じ取って頂けるかと思います。 

  

●北出実鈴（2024 年 筑波大卒）HP をご覧いただきありがとうございます。研修が始まって 1

年経ちましたが、他の研修病院にはないような経験をさせていただいています。また、教育的

な雰囲気も当院の特徴のひとつです。ぜひ一度見学に来て間近でどのような研修となるのか

実感していただければと思います。お待ちしております。 

 

●北野太晟（2024年 慶応義塾大卒） 

済生会中央での研修は楽しいです。 

最高の環境、最高の上級医、最高の仲間のもとで、やりがいのある充実した日々を送りたい方

は是非当院での研修を志していただきたいです。 

見学お待ちしております。 

 

●須山隼（2024年 横浜市立大卒） 

こんにちは。横浜市立大学卒研修医 2 年目の須山隼です。当院での研修は熱心な指導医の

先生方ややる気ある先輩同期後輩に恵まれてとても充実したものとなっております。見学に一

度来ていただければ当院のやる気あふれる雰囲気を実感していただけると思います。ぜひ見

学に来てください。まってます。 

 

●津村柚那（2024年 島根大卒） 

研修が始まって 1年が経ちました。入職時は不安ばかりでしたが、１年経った今では救急対応

や各種手技も自分で判断して動けるようになり、日々の積み重ねが自信につながっています。

主体的に関われる場面も多く、学びのチャンスにあふれた環境で、「こんな研修がしたかった」

と感じる日々です。ぜひ一度、雰囲気を見に来てみてください。お待ちしています！ 



 

●生田目英諄（2024 年 順天堂大卒）研修開始から 1 年が経ちました。指導医やコメディカ

ルの方々の温かく細やかなご指導のもと充実した研修生活を送ることができています。救急外

来や病棟でも、自分で考え実践する場が多くあり、成長するチャンスの多い研修病院です。同

期や後輩にも恵まれ、楽しい毎日を過ごしています。是非当院へ見学にいらしてください！ 

 

●古屋史歩（2024年 福島県立医科大卒） 

研修が始まって 1 年が経ちました。当院の研修は、臨床を学び、それを活かせる環境に富ん

でいると思います。N棟や ERはもちろんですが、それ以外の科の研修でも私たち一人一人が

一医師として主体的に動くことができ、またそれを指導医の先生方がバックアップしてくれます。

特に内科力がきちんと身につく環境だと思いますので、内科力を鍛えたい学生の皆さん、ぜ

ひ一度見学にいらしてください。 

 

●丸屋黎奈（2024年 慶応義塾大卒） 

みなさんこんにちは。気づけば初期研修もあっという間に 2年目に突入しました。この 1年は、

目の前のことを一つ一つこなしているうちに、水のように時間が流れすぎていったように感じま

す。最近は後輩の存在も加わり、期待と不安の狭間で奮闘する姿に刺激をうけながら、私自身

もこれまで以上に背筋を伸ばして研修に励んでいます。乾いた砂地が水を吸い込むように知

識と経験が染み渡っていく、そんな 2年間をぜひ済中で一緒に過ごしてみませんか。 

 

●村山豪宏（2024年 京都大卒） 

研修医 2年目の村山豪宏です。済中で働き始めて 1年が経ち後輩に教える機会もできてきま

したが、これまで先輩方にどれだけ助けられてきたかを痛感しています。まだまだ分からないこ

とも多いですが、困ったときには上級医の先生方が親身に教えてくださるので、安心して学び

を深めることが出来ています。このような恵まれた環境で研修生活を送れていることに感謝しか

ありません。 

ぜひ皆さんも済中で医師としてのスタートを切りませんか？見学をお待ちしています！ 

 

●吉見公志（2024年 筑波大卒） 

初期研修の期間はこれからの医学へ取り組む姿勢を涵養するにあたり大変重要であることは

言うまでもないと思いますが、その質が病院に依存するところが大きいという時代は古いのかも

しれません。能動的に考え、動き、知的探究心を持ち続けられる人ならば、ある程度以上の病

院にいけばあとはその人次第だと考えます。そんな人たちを少なくとも無下にしない環境は揃

っていると思います。 

 

 


